
 

 

平成３０年１１月２２日 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 

広報室 
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■ 独立行政法人日本スポーツ振興センターWeb サイト  

https://www.jpnsport.go.jp/ 

 

■ WPN（ワールドクラス・パスウェイ・ネットワーク）について 

http://pathway.jpnsport.go.jp/wpn/index.html 

 

     
  
  

 

 
 

 

 

 

 

日本スポーツ振興センター（JSC：JAPAN SPORT COUNCIL、理事長：大東和美）は、これまでアスリ

ートパスウェイの戦略的支援事業の一環として、地域における将来性豊かなジュニアアスリートの発

掘・育成に関する自治体等への支援を目的とするワールドクラス・パスウェイ・ネットワーク（WPN）の設

置および全国から未来あるアスリートを発掘し、適性のある競技を見定め、競技団体の強化・育成コー

スへ導くことを目的としたジャパン・ライジング・スター・プロジェクト（J-STAR PROJECT）※を実施してき

ました。 
※J-STAR PROJECTは公益財団法人日本スポーツ協会に委託し実施しています。 

 

WPN は平成２７年４月に設置され、現在加盟地域は２７地域となっています。また、J-STAR 

PROJECT は昨年度より実施され、現在は２期生のプログラムを実施しています。 

 

昨年度よりプログラムが始まった J-STAR PROJECT の１期生は、書類選考および測定会通過後、

競技拠点等での合宿などおよそ１年に渡りチャレンジしてきました。この度、プログラムを通じて競技へ

のポテンシャルが見出された第 1 期生４９名が修了を迎えて新たなスタートをきります。そのうち JSC

が WPN を通して連携している地域タレント発掘・育成事業の出身者は１６名を数えました。 
 

【地域別の人数】 

福岡県 ３名 和歌山県 １名 埼玉県 ２名 山形県 １名 宮城県 １名 岩手県 １名 

高知県 １名 岐阜県 １名 宮崎県 １名 栃木県 １名 愛媛県 ３名 計 １６名 
 

これらの１６名は各地域におけるタレント発掘・育成事業において素質を見出され、伸ばし、全国へ

の挑戦として J-STAR PROJECT に臨んできました。 

 

 今後は各々の適性を評価された競技でトレーニングを積み、将来のオリンピック・パラリンピックを目

指していきます。 

 

 

  

＜ご報告＞タレント発掘・育成事業 

ワールドクラス・パスウェイ・ネットワークから選ばれた１６名が 

ジャパン・ライジング・スター・プロジェクトのプログラムを修了 


